
特
集
‥
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
・
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
日
伯
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

解
題

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
・
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念

日
伯
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
日
本
側
報
告
の
記
録

池

田

真

朗

二
〇
〇
八
年
八
月
一
六
日
、
一
八
日
、
一
九
日
に
、
我
々
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
の
代
表
団
は
、
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に
お
い
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
本
塾
法
学
部
は
、
日
本
の
大
学
の
中
で
最
も
早
く
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
研
究

者
の
留
学
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
交
互
開
催
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
記
念
も
兼
ね
た
事
業
で
あ
り
、

交
流
協
定
に
よ
る
か
つ
て
の
留
学
者
で
も
あ
る
森
征
一
常
任
理
事
（
法
学
部
教
授
）
を
団
長
と
し
て
、
法
学
部
・
法
務
研
究
科
か
ら

は
七
名
が
参
加
し
て
、
八
月
一
六
日
、
一
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
六
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

報
告
者
は
、
第
一
日
の
労
働
法
が
法
務
研
究
科
の
山
川
隆
一
教
授
と
エ
ス
テ
バ
ゥ
ン
・
マ
レ
教
授
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
）
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で
、
司
会
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ド
・
フ
レ
イ
タ
ス
教
授
、
刑
事
法
が
太
田
達
也
教
授
と
ユ
リ
カ
・
タ
ニ
オ
・
オ
ク
ム
ラ

検
事
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
司
法
検
事
）
で
司
会
は
ハ
ラ
ダ
・
キ
ヨ
シ
パ
ウ
リ
ス
タ
大
学
教
授
、
会
社
法
が
宮
島
司
教
授
と
ア
ロ
ル
ド
・

マ
リ
ェ
イ
ロ
ス
・
ド
ゥ
ク
レ
ル
キ
・
ヴ
ェ
ル
ソ
ー
ザ
教
授
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
）
で
司
会
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
シ
ル
ベ
イ
ラ
サ

ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
、
第
二
日
は
民
法
が
池
田
真
朗
と
北
居
功
教
授
お
よ
び
ジ
ゼ
ル
ダ
・
マ
リ
ア
・
ヒ
ロ
ナ
カ
教
授
（
サ
ン
パ
ウ
ロ

大
学
法
学
部
）
で
司
会
が
ネ
ル
ソ
ン
・
ハ
ナ
ダ
弁
護
士
、
消
費
者
法
が
前
田
美
千
代
専
任
講
師
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ヂ
・
ル
ッ
カ
教
授

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
）
で
司
会
は
ロ
ケ
・
小
松
弁
護
士
、
民
事
訴
訟
法
が
三
木
浩
一
教
授
と
ア
ダ
・
ベ
リ
グ
リ
ー
ニ
・
グ
リ
ノ

ー
ヴ
ェ
ル
教
授
、
カ
ル
ロ
ス
・
ヂ
・
サ
ー
リ
ス
教
授
（
い
ず
れ
も
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
）
で
、
司
会
が
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
（
渡

部
和
夫
）
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

分
野
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
た
め
、
通
訳
の
問
題
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
質
疑
応
答
は
必
ず
し
も
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
熱
の
こ
も
っ
た
報
告
が
続
い
た
。
本
特
集
で
は
、
当
日
の
日
本
側
の
報
告
を
再
現
・
整
理
し
た
も
の
を
掲

げ
る
。
収
録
順
は
当
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
順
番
通
り
で
、
実
際
の
報
告
草
稿
に
各
自
が
若
干
の
注
記
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
労
働
法
）
で
の
山
川
教
授
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
同
教
授
に
加
筆
し
注
を
付
し
て
論
文
と
し
て
再
執
筆

し
て
い
た
だ
き
、
本
号
の
巻
頭
論
文
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
関
係
で
は
、
現
在
三
一
万
人
に
上
る
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
雇
用
、
年
金
、
教
育
、
犯
罪
等
の
問
題
が
あ
り
、

今
回
も
そ
れ
ら
に
つ
い
て
第
一
、
第
二
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
出
稼
ぎ
者
、
永
住
者
の
労
働
関
係

の
問
題
は
、
中
心
的
な
課
題
と
な
る
。
二
〇
〇
二
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、
出
稼
ぎ
問
題
に
つ
い
て
は
私
池
田

が
前
田
専
任
講
師
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
時
塾
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
院
生
と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
大
学
院
に
留
学
中
）
の
全
面
的

な
協
力
を
得
て
報
告
し
、
そ
れ
を
加
筆
し
専
ら
前
田
専
任
講
師
の
手
に
な
る
詳
細
な
注
記
を
加
え
て
論
文
と
し
た
も
の
を
本
誌
に
発

表
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
れ
に
続
き
、
外
国
人
労
働
関
係
の
審
議
会
の
委
員
も
務
め
る
山
川
教
授
の
論
考
を
得
て
、
他
の
報
告
論
考
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と
あ
わ
せ
、
本
誌
に
日
伯
法
律
問
題
研
究
の
業
績
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も
の
と
考
え
る
。

一
方
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
た
と
え
ば
民
法
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
の
両
者
の
影
響
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
等
、

系
譜
的
に
わ
が
国
で
の
研
究
と
基
盤
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
さ
ら
に
、
消
費
者
法
な
ど
で
は
、
わ
が
国
よ
り
も
は
る
か
に

進
ん
だ
、
斬
新
な
内
容
の
立
法
が
さ
れ
て
い
る
（
本
誌
前
田
報
告
、
三
木
報
告
等
を
参
照
）。
そ
の
意
味
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
と
り
わ
け

同
国
第
一
の
大
学
で
あ
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
の
法
学
部
は
、
我
々
の
法
律
学
の
学
理
的
研
究
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
も
ま
こ
と
に
ふ

さ
わ
し
い
と
い
え
る
。

な
お
、
本
年
一
一
月
八
日
の
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
式
典
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
か
ら
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
教
授
（
元

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
最
高
裁
判
事
、
本
塾
名
誉
博
士
）
と
二
宮
正
人
教
授
が
出
席
さ
れ
た
。
お
二
人
に
は
同
月
一
一
日
に
三
田
で
、
法
学
部

と
し
て
の
慶
應
義
塾
大
学
創
立
一
五
〇
年
記
念
行
事
で
あ
る
講
演
会
と
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
に
、
講
演
者
、
報
告
者
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
追
っ
て
誌
上
で
報
告
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）

今
回
は
医
学
部
の
代
表
団
と
帯
同
し
、
開
会
式
と
閉
会
式
は
合
同
で
行
っ
た
。
報
告
と
し
て
池
田
真
朗
=
竹
内
勤

ブ
ラ
ジ
ル
移
民

一
〇
〇
周
年
・
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

三
田
評
論
二
〇
〇
八
年
一
一
月
号
一
一
二
頁
以
下
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
は
、
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
二
〇
〇
八
年
八
月
一
九
日
九
面
に

慶
応

U
S
Pシ
ン
ポ
が
開
幕

と
し
て
、
詳
細
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
な
お
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
国
外
務
省
の

日
伯
交
流
年

認
定
事
業
で
あ
る
。

（
2
）

筆
者
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
一
九
九
八
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
九
〇
周
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
二
〇
〇
二
年
の
出
稼

ぎ
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参
加
し
て
い
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
後
述
の
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
一
一
月
の
講
演
・
ス
タ
ッ

フ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
九
九
八
年
以
降
筆
者
が
関
係
し
た
も
の
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
三
回
目
、
三
田
で
も
一
九
九
九
年
、
二
〇

〇
四
年
に
続
い
て
三
回
目
の
交
流
事
業
で
あ
る
。

（
3
）

今
回
は
、
初
め
て
訪
伯
し
た
四
名
を
含
め
、
い
わ
ば
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
の
総
力
を
挙
げ
た
メ
ン
バ
ー
構
成
で
あ
り
、
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今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
本
塾
法
学
部
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
の
交
流
の
絆
を
大
い
に
強
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
約
三
〇

年
前
に
交
流
協
定
締
結
に
尽
力
し
た
、
十
時
厳
周
先
生
、
宮
澤
浩
一
先
生
、
故
須
藤
次
郎
先
生
か
ら
の
負
託
に
い
く
ら
か
で
も
応
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

（
4
）

池
田
真
朗
=
前
田
美
千
代

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働
者
の
就
労
に
関
す
る
契
約
法
上
の
諸
問
題

法
学
研
究
七
六
巻
二
号
（
二
〇
〇

三
年
）
五
七
頁
以
下
。

（
5
）

一
九
一
六
年
制
定
の
ブ
ラ
ジ
ル
旧
民
法
は
、
当
時
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
ド
イ
ツ
民
法
を
参
考
に
パ
ン
デ
ク
テ
ン

方
式
で
編
纂
さ
れ
、
現
行
民
法
は
多
く
の
修
正
を
加
え
て
二
〇
〇
二
年
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
本
誌
後
掲
の
池
田
真
朗

日
本
に
お
け
る

民
法
改
正
論
議
の
動
向

後
注（
9
）も
参
照
。

（
6
）

慶
應
義
塾
大
学
創
立
一
五
〇
年
記
念
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
交
流
事
業

日
本
法
と
ブ
ラ
ジ
ル
法

と
し
て
、
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
の
講
演

ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
に
つ
い
て

（
司
会
池
田
真
朗
、
通
訳
二
宮
正
人

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
三
木
浩
一
教
授
）
と
、
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー

現
代
日
伯
交
流
の
法
律
問
題

（
司
会
池
田

真
朗
、
報
告
者
二
宮
正
人
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
ツ
ヨ
シ
・
オ
オ
ハ
ラ
（
大
原
毅
）
弁
護
士
〔
日
本
国
ブ
ラ
ジ
ル
総

領
事
館
法
律
顧
問
〕、
マ
ル
コ
ス
・
オ
ノ
デ
ラ
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
第
一
審
裁
判
所
判
事
、
北
脇
保
之
東
京
外
国
語
大
学
教
授
、
山
川
隆
一
教

授
、
太
田
達
也
教
授
）
を
行
っ
た
。
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